
なたと市を結ぶホットライン
●

No｡472

‐



市内全域に

｢こどもを守る110番の家｣を

設置

》
平
成
九
年
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を

》
温
か
く
見
守
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
高
萩

も
た
ち
の
謡
鯉

唖
カ
ー
を
使
っ
て
『
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の

一
家
』
を
設
置
し
、
全
市
的
な
広
が
り
を
見
せ
る

を
守
る
！
蝿
需

新
た
に
『
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
』
を

ぐ
る
み
で
一

2年前の神戸で起きた中学生による陰惨な事件を契機に、

地域で子どもたちを見守る活動が続けられています。市内

でも各小学校区で、これらの活動に取り組むようになり、

地域の関心も高まってきています。

Ⅱ :そんな中、今年はほぼ市内全域を対象に『こどもを守る

■110番の家』が設置されました。

今月号では､この取り組みを紹介します｡〃 ・

2年

地域で

神戸で

もたち 活動t

うの活

たちを

;区で、

Lてし

組む

域そ１
地Ⅱ、１

"U画画ひ

中、今年

の家』が

ぽ市 ども
ー

ー,
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こ
の
『
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
』
は
、

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
や
放
課
後
、
休
日
な

ど
に
変
質
者
と
思
わ
れ
る
人
物
な
ど
か
ら
何
ら

か
の
被
害
を
受
け
た
り
、
受
け
そ
う
に
な
っ
た

場
合
に
、
緊
急
に
一
時
避
難
す
る
場
所
と
し
て

駆
け
込
め
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
、
い
わ
ば
子

ど
も
た
ち
の
「
駆
け
込
み
寺
」
と
も
い
え
る
も

設
置
。
名
称
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
先
行

的
に
導
入
し
た
高
萩
小
学
校
の
も
の
を
変
更
し

て
、
後
発
の
学
校
で
取
り
入
れ
た
県
の
統
一
し

た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
用
い
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
現
在
、
県
内
各
地
で
こ
の
ス
テ
ッ
カ
ー

を
用
い
て
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
全
県
的
な
普
及
に
よ
る
効
果
を

期
待
し
て
採
用
し
た
も
の
で
す
。

地
域
の
防
犯
意
識
を
高
鰯
尽

犯
罪
の
未
然
防
吐
を
目
指
》

地
域

心

ず

全
義龍
的
腫
厩
が
る

単
鐘
で
の
取
り
組
謬
が
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青少年の健全な成長を
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そ
し
て
、
万
が
一
、
こ
の
よ
う
な
こ

っ
た
場
合
は
、
駆
け
込
ま
れ
た
家
の

も
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
た
だ
ち

と
学
校
へ
連
絡
し
、
警
察
署
で
は
迅

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
現
実
的
な
役
割
以
上
に

な
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見

を
整
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変
質
者

罪
行
為
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
大
き

な
ね
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
新
し
く
発
足
し
た

『
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
』
の

目
的
は
、
市
内
で
初
め
て
高
萩
小
学

校
で
設
置
し
た
『
こ
ど
も
防
犯
連
絡

所
』
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
回
の
全
市
的
な
取
り

組
み
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
そ

の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

高萩市青少年センター

特別冑少年相談員松本孝也
§
輔

》

最近、児菫・生徒や帰宅途中の女

性をねらって、痴漢や変質者が出没

したとの報告がたびたび寄せられる

ようになりました。高萩市胄少年セ

ンターでは、そのような報告を受け

るたびに、学校を通して家庭に注意

を呼び掛けて再発防止に努めていま

す。また、冑少年相談員協議会など

関係機関や団体に!|胄報を提供して犯

罪の未然防止にも取り組んでいます。

このような中で、今回の『こども

を守る1 1 0番の家」は関係機関や

団体に加え、市民のみなさんの協力

をいただきながら犯罪の未然防止の

ほか、子どもたちの日常生活での手

助けや相談など、冑少年の健全な成

長を温かく見守る環境づくりを目指

して取り組んだものです。

過日、午後10時頃中学生の女の

子が自動販売機で煙草を買っている

のを見ました。家の人の使いとのこ

とでしたが、人通りの少ない場所な

ので、大変心を痛めました。これは

一例に過ぎませんが、大人のちょっ

とした配盧で、多くの冑少年問題を

少なくすることができるのではない

かと思っています。

みなさんのご協力をお願いします。

灘
…篭

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
通
学
路
を
中
心
に
、
商
店
や

事
業
所
、
個
人
の
住
宅
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
日

常
生
活
の
中
で
目
に
触
れ
や
す
い
所
に
貼
ら
れ

て
い
ま
す
．
そ
の
数
は
、
現
在
、
高
萩
小
学
区

が
八
九
か
所
、
秋
山
小
学
区
が
八
八
か
所
、
松

岡
小
学
区
が
七
五
か
所
、
そ
し
て
東
小
学
区
が

五
七
か
所
で
、
合
計
三
○
九
か
所
。
こ
れ
ら
の

多
く
は
、
す
で
に
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
た
時

の
場
所
で
、
今
回
そ
れ
ら
に
一
部
の
新
し
い
場

所
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

設
置
の
依
頼
に
つ
い
て
は
、
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

関
係
者
や
青
少
年
相
談
員
の
み
な
さ
ん
な
ど
が

中
心
に
な
っ
て
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
萩
市
青
少
年
セ
ン
タ

ー
で
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
千
枚
用
意
し
、
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
い
て
新
し
い
『
こ
ど
も
を
守
る

１
１
０
番
の
家
』
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
』
を
示
す

ｰ

◆

犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
る
活
動
は
、
高

萩
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
青
少
年
の
健

全
育
成
を
目
指
す
各
種
団
体
で
日
常
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
基
本
の
一
つ
は
、

「
大
人
が
子
ど
も
た
ち
を
危
険
か
ら
守
る
」
と
い

う
考
え
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同

時
に
、
「
子
ど
も
た
ち
が
自
力
で
危
険
か
ら
自
分

自
身
を
守
る
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
」
こ
と

も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
、

今
回
の
『
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
』

は
、
大
人
が
子
ど
も
を
守
る
と
い
う
考
え
の
中

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
潜
在
的
な
危
険
を
理
解
す
る
き
っ

か
け
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
自
分
の
こ
と
は
、
自
分
で
守
る
」
よ
う
に
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
こ

と
が
地
域
防
犯
の
基
本
で
す
。
全
市
的
に
広
が

っ
た
『
こ
ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
』
は
、

そ
こ
に
住
む
一
人
ひ
と
り
に
犯
罪
の
な
い
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
で
も

あ
り
ま
す
。

|J 謹蕊嘩霞蕊蕊蕊溌＃
で
き
る
こ
と
か
ら
鑓
大
人
か
ら
。
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チャイルドシート・アンケート調査の結果

「
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
Ⅱ
卜
の
リ
サ
イ
ク
ルル

・配布数(高萩市、北茨城市、十王町)…5,160枚::

・回収数…2,703枚［平成1 1年3月調査］

翼下
ゞ…どXfWL－一℃■と答え雁326人の人で…
できない 破損がひどくて使えない1 1人

人

鴬

I

そ
こ
で
母
の
会
連
合
会
で
は
、
高
萩

譽
察
署
や
高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会
な

ど
の
関
係
機
関
と
協
力
し
て
、
『
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
』

を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
使
わ
な
く
な
っ
た
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
讓
り
受
け
、
そ
れ
を
子

育
て
中
の
家
庭
に
貸
し
出
し
す
る
仕
組

み
で
す
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の

多
く
の
提
供
者
を
募
っ
て
い
ま
す

平
成
八
年
中
に
自
動
車
に
乗
っ
て
交

通
事
故
に
遭
い
、
死
傷
し
た
六
歳
以
下

の
子
ど
も
は
、
全
国
で
約
九
四
○
○
人
（
警

察
庁
の
調
べ
）
に
達
し
、
五
年
前
に
比

べ
る
と
五
割
近
く
の
ア
ッ
プ
と
い
う
急

増
ぶ
り
で
す
。
こ
れ
は
、
幼
い
子
ど
も

を
乗
車
さ
せ
る
機
会
が
増
え
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

を
着
用
さ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、

親
が
子
ど
も
を
抱
い
た
り
し
た
こ
と
が
、

死
傷
者
数
を
増
や
す
原
因
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
の
事
態
を
憂
慮
し
、
今
国
会
に
お

い
て
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
法
制

化
が
決
議
さ
れ
、
来
年
度
施
行
で
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

死
傷
す
る
子
ど
も
が
急
増

、一

運
動
」

交
通
課
に
、
ぜ
ひ
連
絡
く
だ
さ
い

母
の
会
連
合
会
や
高
萩
譽
察
署
の

ド
シ
ー
ト
が
あ
る
み
な
さ
ん
は
、

徹
底
を
進
め
る
の
が
こ
の
運
動
の
目
的

で
す
が
、
も
う
一
つ
は
、
子
ど
も
の
人

数
分
用
意
す
る
み
な
さ
ん
の
費
用
負
担

の
軽
減
に
も
配
慮
し
た
も
の
で
す
。
そ

れ
は
、
比
較
的
値
段
が
高
い
割
り
に
、

上
の
写
真
の
よ
う
に
子
ど
も
の
成
長
や

体
格
に
合
わ
せ
て
買
い
替
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

母
の
会
連
合
会
で
は
、
高
萩
市
と
北

茨
城
市
、
十
王
町
の
幼
稚
園
と
小
学
校

の
五
，
一
六
○
家
庭
を
対
象
に
、
無
料

提
供
者
を
募
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
結
果
、
七
七
人
か
ら
譲
り

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
高
萩
警
察
署
に
集
め
て
洗
浄
し
、
子

育
て
中
の
家
庭
に
貸
し
出
す
予
定
で
す
。

母
の
会
連
合
会
長
の
和
田
ヤ
ス
子
さ
ん

（
秋
山
）
は
、
「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

重
要
性
や
習
慣
化
を
訴
え
る
声
、
こ
の

運
動
に
賛
同
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

認
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
運
動
を

充
実
し
て
い
く
に
は
、
も
っ
と
台
数
が

必
要
で
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
チ
ャ
イ
ル

｜
▼
高
萩
髻
察
署
交
通
課
恋

子
ど
も
の
命
を
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い

る
高
萩
地
区
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
（
以
下
、
母
の
会
連
合
会
）
や
高
萩

篝
察
署
な
ど
が
準
備
を
進
め
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。

（
）
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函っこやおんぶをしたまま運転してい
K!る人を見かけますが、ゾッとします。
子どもを自分の体でペシャンコにした

らどうするのでしょうか。

尻ちゃんだから､泣くからと､抱こう
としても、 「子どもの安全性を考えたら

泣くことはなんでもない」と、主人は

許してくれませんでした。今、車に乗

るとき3人の子どもたちは、チャイル

ドシートやジュニアシートがあたりま

えになっています。

圃方不注意により、ノープﾚｰｷで追
突事故を起こしました。 1歳半の子を

乗せていましたが、チャイルドシート

のお陰で怪我一つしませんでした。

週くだからと幼い娘を後部座席に座
らせて走行中、歩行者を避けるために

急ブレーキを…。その時に出来た娘の

顔の傷を見ると胸が痛みます。

固の日､ガードレールに衝突｡子ど
もは、チャイルドシートのお陰で怪我

をせず、車の破損ですみました。子ど

もの命はお金に換えられませんから必

需品ですし、子どもの動きに気を取ら

れることなく、集中して運転できます。

囮の子は､抱いてしまったためチャ
イルドシートを嫌がりましたが、下

の子は､¥ベビーシートから使ったた
' ､ ; , ､ , ､

めか､:大丈夫6最初が肝心ですね。

国ヤイルドシートを着用し､今はシー
トベルトをさせていますので、シート

ベルトをさせない知人の車に子どもを

乗せるのが、とてもイヤです。

圖突事故に遭いました｡助手席に座ら
せていた子どもは、救急車で病院へ運

ばれ、その側で一晩中不安な時を過ご

しました。これ以降、チャイルドシー

トやシートベルト着用をうるさくいい

ますし、助手席には乗せません。
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